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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成18年　１１月　7日　（火）
司会者　濱谷　香桜理　　　　記録者　相間野　雪枝
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・現在行われている個人発注について、新しく転棟してきた患者様などまだ徹底がされておらず、不足している物もあります。担当のスタッフは受け持ち患者様の持ち物で足りない物はないか再度確信し、足りない物等は御家族へ連絡し依頼したり、日用品で購入していくようにしましょう。

個人でそろえていく物　・シャンプー　　　　・石鹸又はボディソープ

・ボディタオル　　　・嗜好品（菓子・飲料水等）

・洗面器

それらの物を保管する場所も、病棟の環境整備担当者・濱谷Nsを中心に検討していくこととしています。

・救急カートの引き出しはビニールテープで止めておき、点検を行った日付をテープに記入しておくこととなっていますが、止められていないことがあります。今後、引き出しはビニールテープで止め、医療品をチェックした日、もしくは使用した後補充した日付を記入するようにしましょう。救急カートの担当は玉木Nsとなっているので１回/月の点検をお願いします。

・各ユニットで壁のペンキが剥がれているところがないかチェックしていきましょう。もし剥がれているところがある場合は小向Nsへ報告して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・松浦　佐恵子様～両足背浮腫持続しており、利尿剤７日分継続処方となっています。浮　　

腫の状態観察を行い、立ち歩きが多い際は安静促し下肢挙上を行いましょう。

・橋本　　万様～両足背浮腫持続しており、利尿剤７日分継続処方となっています。浮腫の状態観察を行い、同姿勢（座位）続いている際は安静促し下肢挙上を行いましょう。下肢挙上に対し、強い拒否がありますが、必要性を伝え継続して行っていきましょう。

・中村　松五郎様～両足背浮腫持続しており、利尿剤７日分継続処方となっています。浮　

腫の状態観察・水分補給を促していきましょう。又、臥床を促す際は自力での体動が殆ど出来ない方ですので、踵部等褥瘡ができない様引き続き体位変換を行っていきましょう。

・笹山　吉郎様～カリウム値の改善見られず、カリウム補助剤７日分継続処方となってい　

ます。四肢脱力等の症状に注意して観察しましょう。歩行時のふらつきがある為、歩行時はスタッフが付き添う等し、事故のない様にしましょう。又、11/8（火）八戸赤十字病院へ検査受診予定となっています。主治医より紹介状を記載して頂き、予約は11：30です。御家族に時間を伝え、来院時に腹部ＣＴの写真と紹介状を持参して頂いて下さい。ＣＴ写真等はＡユニットのスタッフオフィスに置いてあります。

・田端　玲子様～11/19　10：00～17：00まで外出希望があり、主治医より許可が下りています。その旨御家族へ伝えていくようにしましょう。外出泊後は精神状態の不安定さが見られるので、帰院時には外出中の様子（変わった様子は見られなかったか等）を尋ね、夜間の睡眠状態・表情等、帰院後の本人の状態を観察していきましょう。

